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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年4月6日(2017.4.6)

【公表番号】特表2016-510976(P2016-510976A)
【公表日】平成28年4月14日(2016.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-023
【出願番号】特願2015-559516(P2015-559516)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/14     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/00     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   33/48     　　　Ｐ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ    1/00     　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   35/14     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月28日(2017.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体分子の分解を阻害する深共晶溶媒（deep eutectic solvent）の使用であり、生体
分子がＲＮＡであり、深共晶溶媒が第一成分及び第二成分を含み、第一成分が式Ｉの化合
物であり、
【化１】

　Ｒ6がＨ又はＯＨである；
　Ｒ7がＨ、ＣＨ3、Ｃｌ、Ｂｒ、カルボニル酸素及び
【化２】

から選択される;
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　Ｚが－ＣＨ2－、Ｏ及びＳから選択される；
　Ｒ8がＲ11又はＯＨである；
　第二成分が式ＩＩの化合物またはその塩を含み、
【化３】

　ＡはＯ、Ｓ及びＮＨから選択される；
　Ｒ1はＨ、１～６の炭素原子を有するアルケン基、Ｒ9、－ＮＨ2、－ＮＨ－（ＣＨ2）ｎ

ＣＨ3、及び－Ｃ（Ｒ3）（Ｒ4）（Ｒ5）から選択される；
　ｎは０又は１～５の整数である；
　Ｒ2はＨ及び１～３の炭素原子を有する直鎖アルキル基から選択される；
　Ｒ3は置換されていない５員又は６員の脂肪族環又は芳香族環であるか、又はＲ3は置換
された５員又は６員の脂肪族環又は芳香族環であり、置換基はＲ10である；
　Ｒ4及びＲ5はそれぞれ独立してＨ又はＦである；
　Ｒ9、Ｒ10、及びＲ11は、それぞれ独立して１～３の炭素原子を有するアルキル基、１
～３の炭素原子を有するモノクロロアルキル基、及び１～３の炭素原子を有するモノフル
オロアルキル基、ジフルオロアルキル基又はトリフルオロアルキル基から選択される、使
用。
【請求項２】
　生体分子が試料又は組織中に存在する請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　固定したウイルス、細胞又は組織を作製するための、ウイルス、細胞又は組織の固定剤
としての深共晶溶媒の使用であり、深共晶溶媒が第一成分及び第二成分を含み、第一成分
が式Ｉの化合物であり、

【化４】

　Ｒ6がＨ又はＯＨである；
　Ｒ7がＨ、ＣＨ3、Ｃｌ、Ｂｒ、カルボニル酸素及び

【化５】

から選択される；
　Ｚが－ＣＨ2－、Ｏ及びＳから選択される；
　Ｒ8がＲ11又はＯＨである；
　第二成分が式ＩＩの化合物またはその塩を含み、



(3) JP 2016-510976 A5 2017.4.6

【化６】

　ＡはＯ、Ｓ及びＮＨから選択される；
　Ｒ1はＨ、１～６の炭素原子を有するアルケン基、Ｒ9、－ＮＨ2、－ＮＨ－（ＣＨ2）ｎ

ＣＨ3、及び－Ｃ（Ｒ3）（Ｒ4）（Ｒ5）から選択される；
　ｎは０又は１～５の整数である；
　Ｒ2はＨ及び１～３の炭素原子を有する直鎖アルキル基から選択される；
　Ｒ3は置換されていない５員又は６員の脂肪族環又は芳香族環であるか、又はＲ3は置換
された５員又は６員の脂肪族環又は芳香族環であり、置換基はＲ10である；
　Ｒ4及びＲ5はそれぞれ独立してＨ又はＦである；
　Ｒ9、Ｒ10、及びＲ11は、それぞれ独立して１～３の炭素原子を有するアルキル基、１
～３の炭素原子を有するモノクロロアルキル基、及び１～３の炭素原子を有するモノフル
オロアルキル基、ジフルオロアルキル基又はトリフルオロアルキル基から選択される、使
用。
【請求項４】
　組織が全血又は固体組織である、請求項３に記載の使用。
【請求項５】
　固定した細胞又は組織を処理する工程をさらに含み、処理工程は包埋、切片、染色、顕
微鏡、in situハイブリダイゼーション、フローサイトメトリー、免疫組織化学法、及び
免疫細胞化学法から選択される１つ以上の方法を含む請求項３又は４に記載の使用。
【請求項６】
　ＡはＯ、Ｓ及びＮＨから選択される；
　Ｒ1はＨ、－ＣＨ＝ＣＨ2、Ｒ9、－ＮＨ2、－ＮＨＣＨ3、及び－Ｃ（Ｒ3）（Ｒ4）（Ｒ5

）から選択される；
　Ｒ2はＨ及び－ＣＨ3から選択される；
　Ｒ3は置換されていない５員又は６員の脂肪族環又は芳香族環であるか、又はＲ3は置換
された５員又は６員の脂肪族環又は芳香族環であり、置換基はＲ10である；
　Ｒ4及びＲ5はそれぞれ独立してＨ又はＦである；
　Ｒ9、Ｒ10、及びＲ11は、それぞれ独立して１～３の炭素原子を有するアルキル基、１
～３の炭素原子を有するモノクロロアルキル基、及び１～３の炭素原子を有するモノフル
オロアルキル基、ジフルオロアルキル基又はトリフルオロアルキル基から選択される請求
項１～５のいずれかに記載の使用。
【請求項７】
　ＡがＯ又はＳである請求項１～６のいずれかに記載の使用。
【請求項８】
　Ｒ2がＨである請求項１～７のいずれかに記載の使用。
【請求項９】
　Ｒ1がＲ9である請求項１～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　第二成分が、アセトアミド、２－クロロアセトアミド、トリフルオロアセトアミド、ト
リフルオロチオアセトアミド、Ｎ－メチルトリフルオロアセトアミド、２，２－ジフルオ
ロプロパンアミド、３，３，３－トリフルオロプロパンアミド、ホルムアミド、アクリル
アミド、２，２－ジフルオロ－２－フェニルアセトアミド、２－（トリフルオロメチル）
フェニルアセトアミド、尿素、チオ尿素、１，３－ジメチル尿素、グアニジン、及びハイ
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ドロイソチオシアネートから選択される、請求項１～９のいずれかに記載の使用。
【請求項１１】
　Ｒ9がモノ－、ジ－又はトリフルオロエチル基である請求項９に記載の使用。
【請求項１２】
　第一成分がコリン又は臭化コリンを含む請求項１～５のいずれかに記載の使用。
【請求項１３】
　第一成分がＮ，Ｎ，Ｎ－トリメチルグリシン又はカルニチンである請求項１～５のいず
れかに記載の使用。
【請求項１４】
　Ｒ7が
【化７】

である請求項１～１１のいずれかに記載の使用。
【請求項１５】
　第一成分がアセチルコリン、アセチルチオコリン又はブチリルコリンを含む請求項１４
に記載の使用。
【請求項１６】
　第一成分がハロゲン化物アニオンである対イオンをさらに含む請求項１～１５のいずれ
かに記載の使用。
【請求項１７】
　第一成分が塩化コリンである請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　第二成分に対する第一成分のモル比が１：３～２：１の範囲である請求項１～１７のい
ずれかに記載の使用。
【請求項１９】
　深共晶溶媒がｐＨ５～７．５を有する請求項１～１８のいずれかに記載の使用。
【請求項２０】
　深共晶溶媒が、着色剤、色素、界面活性剤、第四級アンモニウム塩、サポニン、抗菌剤
、防湿剤、プローブ、内部対照、抗酸化剤、リボヌクレアーゼインヒビター、緩衝液、キ
レート剤、溶解ガス、アルコール、及びタンパク質沈殿剤から選択される少なくとも１つ
の添加剤をさらに含む請求項１～１９のいずれかに記載の使用。
【請求項２１】
　少なくとも１つの添加剤が、硫酸亜鉛、塩化亜鉛、亜鉛ＥＤＴＡ、硫酸アンモニウム、
トシレートアンモニウム、及びソルビトールから選択される請求項２０に記載の使用。
【請求項２２】
　深共晶溶媒が、４０体積％～６０体積％のシリカゲルをさらに含む請求項１～２１のい
ずれかに記載の使用。
【請求項２３】
　深共晶溶媒が、Ｎ－アルキルピロリドンをさらに含み、Ｎ－アルキル基が１～５の炭素
原子を有する請求項１～２２のいずれかに記載の使用。
【請求項２４】
　深共晶溶媒が１－ベンジルイミダゾール及び／又はテトラメチル尿素をさらに含む請求
項１～２３のいずれかに記載の使用。
【請求項２５】
　深共晶溶媒が、深共晶溶媒の５０重量％までの水を含む請求項１～２４のいずれかに記
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載の使用。
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